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௒Ի೾診断૷ஔを用いたٛߨの効果తಋ入時ظのݕ౼

ʲ͸͡Ίʹʳ

　解๤学で得た஌ࣝはྟচにおいて立ମߏ଄をした
ਓମに用いるため、そのٛߨは教科ॻによる平໘త
理解だけでなく、立ମߏ଄の理解にܨがるよ͏に献
ମを用いた実習などの工夫がඞ要となる̍）。しかし、
ҩ学෦にซઃしていない多くのҩ療৬の養成ߍは献
ମ実習が行えͣґવとして教科ॻによる平໘త学習
にཔるとこΖが大きい２）�３）。理学療法士はӡ動࣬ث
を介しثもؚめてओにӡ動ױだけでなく中਻性࣬ױ
たద੾なӡ動ग़力が行えない、いわΏるো֐を持つ
対৅者に೔ৗ生活を֫得さͤることを生業とする。

よってো֐やそれに෇ਵした᙭௧などの位ஔや原Ҽ
を೺Ѳするためには関અ内෦のߏ଄やےの૚ߏ଄な
どをؚめた立ମతߏ଄についての教育が非ৗに重要
となる。そのためલड़のよ͏に理学療法士の養成ߍ
でも献ମ実習が行えていないݱ状と理学療法のઐ໳
性かΒ、ۙ࠷では立ମߏ଄の理解を໨తとして௒Ի
೾診断૷ஔを用いたٛߨが行われるよ͏になった４）。
௒Ի೾診断૷ஔはप೾਺のߴいԻ೾をମ内へग़力す
ることで૊৫かΒの൓ࣹを画像へม׵するため਎ମ
への҆શ性を֬保しながΒӡ動ثの立ମߏ଄をଊえ
ることができる。ߋに௒Ի೾診断は著しく画質が޲
上したため 9 ઢࡱӨ（Ҏ下、9 ઢ）、࣓֩ڞؾ໐画
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 ̡ ཁ　ࢫʳ

　理学療法士養成のためにはਓମの立ମతߏ଄の理解が重要であり、ۙ࠷は௒Ի೾診断૷ஔが活用
されるよ͏になった。また平成3�年の理学療法士ٴび࡞業療法士学ߍ養成ࢪઃࢦ定نଇのվ正に൐
いʮҩ用画像のධՁʯがඞ修Խされたことで、௒Ի೾診断૷ஔを用いた教育の重要性は一૚ߴまっ
ている。しかし、これまで理学療法教育に௒Ի೾診断૷ஔを用いた報告は行われているが、４年間
のཤ修՝ఔの中における効果తなಋ入時ظについてݕ౼されたものは֬認できない。そこで、௒Ի
೾診断૷ஔを用いたٛߨのద੾なಋ入時ظをݕ౼するため、̍年生かΒ３年生を対৅に、௒Ի೾診
断૷ஔを用いたٛߨの後に理解度アンέートٴびචݧࢼهを実ࢪし、学年間で௒Ի೾画像に対する
理解度をൺֱすることとした。本研究ではまͣ、̍年生対৅に行ったٛߨ後の理解度アンέートの
結果かΒݱ状෼ੳを行った。ʮ理解できたʯ҃いはʮগし理解できたʯと回౴したׂ߹でൺֱする
と、スϥイυのΈによる௒Ի೾診断૷ஔの原理ٴび௒Ի೾画像のํݟの学習に対する理解度ではど
ͪΒも��ˋҎ上であった。一ํ、スϥイυٴび௒Ի೾診断૷ஔを用いた大଼ࠎ、ᡧٴࠎびᡯࠎの௒
Ի೾画像の学習に対する理解度としては��ʙ��ˋであった。௒Ի೾診断૷ஔを用いた学習で理解度
が௿下した理༝として、੩ࢭ画における長࣠像と୹࣠像かΒそれͧれの内෦ߏ଄をイϝーδするࡍ
の೉しさや、動画にしたことで૿えた情報へのద応力ෆ଍がਪଌされた。Ҏ上より、３学年に広げ
た理解度調査では、長࣠像と୹࣠像の理解に関する質໰や、੩ࢭ画と動画に෼けた理解度の߲໨を
௥Ճするඞ要性も認ࣝできた。また、௒Ի೾診断૷ஔを用いた学習にෆՄܽな解๤学ૅج஌ࣝの習
得度に関する߲໨の௥Ճもඞ要となる。今回の結果を౿まえ、さΒにৄࡉなアンέート調査ٴびච
。をਐめる༧定である౼ݕについて多角తにظのಋ入時ٛߨを行い、௒Ի೾診断૷ஔを用いたݧࢼه
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像法（Ҏ下、.3*）、コンϐューλ断૚ࡱӨ（Ҏ下、
$5）が画像診断のओ໾であった੔ܗ֎科ྖҬでٸ
଎にීٴしており̑）学生にも読Өが容қになったこ
ともٛߨへのಋ入の一Ҽとなっている。
　また平成3�年には文෦科学ল・厚生࿑ಇলよりল
令として理学療法士ٴび࡞業療法士学ߍ養成ࢪઃࢦ
定نଇのվ正̒）が行われ、ҩ用画像を理解し効果త
な理学療法を実ࢪするためにʮҩ用画像のධՁʯが
ඞ修科໨として૊Έࠐまれた。このことはこれまで
理学療法士教育において௒Ի೾診断૷ஔを用いるこ
とが೚ҙによるࢼΈであったのに対し、ඞ修の教育
内容として重要性がߴまったことをࣔࠦする。また
ҩ用画像は̭ઢ、.3*、$5、௒Ի೾診断など多く
のछྨがあるが、̭ઢ、$5 は์ࣹઢ被മのݥة性、
.3* はࡐػの大きさかΒ์ࣹઢ科などをܦ༝して
得Βれた੩ࢭ画をධՁすることに対し、௒Ի೾診断
は理学療法士がリアルλイϜでࡱӨを行い動తにग़
する᙭௧の原Ҽ解໌などӡ動時の動画のධՁもՄݱ
能になるため実ࡍのྟচにおいてもස用性がߴい。
よってʮҩ用画像のධՁʯのٛߨの中でも௒Ի೾診
断については重఺తにࢦಋされ、しっかりと学生に
習得さͤることがظ଴される。
　これまでも理学療法教育に௒Ի೾診断૷ஔを用い
た報告は行われている４）。しかし、そのಋ入を４年
間のཤ修՝ఔの中でどの時ظに行ったํが効果తで
あるかについてݕ౼されたものはݟ౰たΒない。学
生が௒Ի೾診断૷ஔの画像を理解するためにはૅج
となる一定の解๤学の஌ࣝがඞ要であるため解๤学
ऴྃ後の実ࢪが๬ましいことはਪଌできるが、௚後
もしくは実習後のߋに解๤学の஌ࣝが定ணした時ظ
が良いのかなど໌֬でない。そこで本研究の໨తは
௒Ի೾診断૷ஔを用いたٛߨのద੾なಋ入時ظをݕ
౼することとした。今回はܦա報告として̍年生の
アンέート結果について報告と࡯ߟを行った。

ʲର৅ʳ

　௒Ի೾診断૷ஔを用いたٛߨの効果తಋ入時ظの
のためには九州看護福祉大学リハビリテーショ౼ݕ
ン学科の学֎実習のため４年生をআ֎した̍年生か
Β３年生までの３学年より೚ҙに参Ճ者のื集を行
な͏こととした。しかし今回はコロナウイルス感染
঱による遠隔授業のӨڹで研究が中断されたためܦ

ա報告として̍年のΈが対৅となりٛߨに参Ճした
��໊の͏ͪアンέートに回౴が得Βれた3�໊を対৅
とした。ٛߨલに被ݧ者にٛߨऴྃ後のアンέート
へのෆ参Ճは自༝ҙࢤでありෆརӹが生じないこと、
に研究内容についてのे෼な説໌を行いアンέーߋ
トの回収をもって参Ճのಉҙを得ることを఻えた。
デーλのऔりѻいはݸਓ情報保護の؍఺よりे෼に
ཹҙした。本研究の実ࢪにあたりࣄલに被ݧ者が所
ଐする九州看護福祉大学のྙ理委員会においてঝ認

（ঝ認൪߸�2Ȃ�2�）をडけるとڞにϔルシンΩએݴ
とਓを対৅とするҩ学ܥ研究に関するྙ理ࢦ਑を९
कした。

ʲํ๏ʳ

　௒Ի೾診断૷ஔを用いたٛߨの効果తಋ入時ظの
画は、௨ৗのΧリΩュϥܭのための研究શମの౼ݕ
Ϝの中でػ能解๤学のٛߨを௨ৗ௨りडߨした̍年
生かΒ３年生に௒Ի೾診断૷ஔを用いたٛߨを��෼
間実ࢪし、質໰ࢴによるアンέートとචݧࢼهを実
ա報ܦし学年間でൺֱを行͏こととした。しかしࢪ
告としての今回の研究ܭ画については̍年生のΈに
ಉ様のٛߨडߨ後にアンέートを実ࢪした（ਤ̍）。
௒Ի೾診断૷ஔは 5PTIJCB 社੡ OFNJP�9( で୳৮
子（Ҏ下、ϓローϒ）はදྖࡏҬの૸査がՄ能な
���.)[ を用い（ਤ２・３）、学生にࢹ認Մ能とな
るよ͏エコーの画像ग़力（̨୺子）にてϓロδΣク
λーに઀ଓし拡大投Өした。ೈ෦૊৫が๡しくོࠎ
著な෦෼にはϓローϒとൽෘとの間ܺをຒめݦがى
るためにീेౡϓロシーυ社੡の௒Ի೾診断用エ
コーήルύουを૷ணした（ਤ４）�。௒Ի೾の実ࢪ
においては学生がٛߨに集中できるよ͏にݕ者だけ
でなく被ݧ者についても教員が୲౰した。ٛߨ内容
は大きく下هᶃかΒᶇまでの߲̑໨に෼ྨし、௒Ի
೾診断૷ஔによるࡱӨҎ֎の説໌෦෼についてはߨ
ٛ内容に学年間でࠩが生じることをආけるためスϥ
イυ（"QQMF 社੡ ,FZOPUF）にԊって行͏ことにし
た。ᶃʮ؆୯な௒Ի೾診断૷ஔの原理ʯについてԻ
೾のप೾਺のҧいによりମ内૊৫のඳࣸができるこ
とやᶄʮ௒Ի೾診断画像のํݟについてʯはനࠇの
ඳࣸによるൽෘ、ࢷ๱、ے೑、ࠎのݟえํのҧいと
アーνϑΝクト（ܭଌした৴߸のなかにࠞࡏしてい
る໨త৴߸Ҏ֎の৴߸やࡶԻ）などの௒Ի೾診断の
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についてスϥイυを用いて説໌した。ᶅʙᶇのૅج
各߲໨はॳめにスϥイυによる大଼ࠎ、ᡧࠎ、ᡯࠎ
のܗଶなど解๤学తな説໌を行った後にҎ下の手ॱ
で௒Ի೾画像による学習を実ࢪした。
　ᶅʮ௒Ի೾画像でݟる大଼ࠎについてʯはϓロー
ϒを定఺にஔき੩ࢭ画にて大଼ࠎ遠位୺である大଼
内・֎ଆᰒをલ・ଆ・後ํ、֎ଆ上ᰒをଆํよりࠎ
長࣠と୹࣠像でඳࣸし生ମ内での立ମతߏ଄を認ࣝ
さͤた。また大଼ࠎ遠位୺かΒװࠎ෦遠位1�2まで
を୹࣠像でϓローϒをҠ動さͤながΒલ・ଆ・後ํ
よりඳࣸすることで動画によってࠎの࿈ଓతܗଶม
Խを認ࣝさͤた。ᶆʮ௒Ի೾画像でݟるᡧࠎについ
てʯはϓローϒを定఺にஔき੩ࢭ画にてᡧۙࠎ位୺
のᡧࠎ内・֎ଆᰒと遠位୺である内果をલ・内ଆ・
後ํより長࣠と୹࣠像でඳࣸし生ମ内での立ମతߏ

଄を認ࣝさͤた。またᡧۙࠎ位୺かΒ遠位୺である
内果までを୹࣠像でϓローϒをҠ動さͤながΒલ・
内ଆ・後ํよりඳࣸすることで動画によってࠎの࿈
ଓతܗଶมԽを認ࣝさͤた。ᶇʮ௒Ի೾画像でݟる
ᡯࠎについてʯはϓローϒを定఺にஔき੩ࢭ画にて
ᡯۙࠎ位୺であるᡯࠎ಄と遠位୺である֎果をલ・
֎ଆ・後ํより長࣠と୹࣠像でඳࣸし立ମతߏ଄を
認ࣝさͤた。またᡧۙࠎ位୺かΒ遠位୺である֎果
までを୹࣠像でϓローϒをҠ動さͤながΒલ・֎
ଆ・後ํよりඳࣸすることで動画によってࠎの࿈ଓ
తܗଶมԽを認ࣝさͤた。
内容の߲̑໨について質ٛߨのهऴྃ後に上ٛߨ　
໰ࢴによりʮ理解できたʯ、ʮগし理解できたʯ、ʮど
ͪΒともいえないʯ、ʮあまり理解できなかったʯ、

ʮ理解できなかったʯの̑֊のॱংई度により理解
度のࢦඪとした。

ʲ݁Ռʳ

　ᶃ؆୯な௒Ի೾診断૷ஔの原理についてはʮ理解
できたʯ、ʮগし理解できたʯが��ˋ（3�໊）�、ʮど
ͪΒともいえないʯ、ʮあまり理解できなかったʯ、

ʮ理解できなかったʯの߹ܭが12�（４໊）（ਤ̑）、
ᶄ௒Ի೾診断画像のํݟついてはʮ理解できたʯ、

ʮগし理解できたʯが��ˋ（2�໊）�（ਤ̒）、ʮどͪΒ
ともいえないʯ、ʮあまり理解できなかったʯが1��

（໊̑）であった。しかし、ܗࠎଶに関する内容で
はʮどͪΒともいえないʯをબ୒した学生が૿えᶅ
௒Ի೾画像でݟる大଼ࠎについてとᶆ௒Ի೾画像で
についてはʮ理解できたʯ、ʮগし理解できࠎるᡧݟ
たʯの߹ܭが��ˋ（23໊）で、ʮどͪΒともいえな
いʯ、ʮ理解できなかったʯが32ˋ（11໊）であった。

（ਤ̓・̔）ᶇ௒Ի೾画像でݟるᡯࠎについては
ʮ理解できたʯ、ʮগし理解できたʯが��ˋ（2�໊）、
ʮどͪΒともいえないʯ、ʮあまり理解できなかったʯ、
ʮ理解できなかったʯが3�ˋ（1�໊）であった（ਤ̕）。

ʲ࡯ߟʳ

　本研究の໨తは௒Ի೾診断૷ஔを用いたٛߨのద
੾なಋ入時ظをݕ౼することとし、今回はそのܦա
報告として̍年生のアンέート結果について報告し
た。

ਤ̍　研究ܭը
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測したಙྕのなか

にΰᅾしている目

的ಙྕ以外のಙྕ

や㞧㡢㸧などの㉸

㡢Ἴ診᩿のᇶ♏に

ついてスࣛイドを

用いてㄝ᫂した。

ճࠥյの各項目は

初めにスࣛイドに

よる大⭣㦵、⬯㦵、⭌㦵の形ែなど解๗学的なㄝ᫂

を行なった後に以ୗの手順で㉸㡢Ἴ画ീによる学習

を実施した。 

ճ「㉸㡢Ἴ画ീで見る大⭣㦵について」はプロー

⭣をᐃ点に⨨き㟼止画にて大⭣㦵㐲఩➃である大ࣈ

㦵内・外ഃ㢛を前・ഃ・後方、外ഃ上㢛をഃ方より

長㍈と▷㍈ീでᥥ෗し生య内での立య的ᵓ㐀をㄆ㆑

さࡏた。また大⭣㦵㐲఩➃から㦵ᖿ㒊㐲఩ 1/2 まで

を▷㍈ീでプローࣈを⛣ືさࡏながら前・ഃ・後方

よりᥥ෗することでື画によって㦵の㐃⥆的形ែ変

໬をㄆ㆑さࡏた。մ「㉸㡢Ἴ画ീで見る⬯㦵につい

て」はプローࣈをᐃ点に⨨き㟼止画にて⬯㦵㏆఩➃

の⬯㦵内・外ഃ㢛と㐲఩➃である内果を前・内ഃ・

後方より長㍈と▷㍈ീでᥥ෗し生య内での立య的ᵓ

㐀をㄆ㆑さࡏた。また⬯㦵㏆఩➃から㐲఩➃である

内果までを▷㍈ീでプローࣈを⛣ືさࡏながら前・

内ഃ・後方よりᥥ෗することでື画によって㦵の㐃

⥆的形ែ変໬をㄆ㆑さࡏた。յ「㉸㡢Ἴ画ീで見る

⭌㦵について」はプローࣈをᐃ点に⨨き㟼止画にて

⭌㦵㏆఩➃である⭌㦵㢌と㐲఩➃である外果を前・

外ഃ・後方より長㍈と▷㍈ീでᥥ෗し立య的ᵓ㐀を

ㄆ㆑さࡏた。また⬯㦵㏆఩➃から㐲఩➃である外果

までを▷㍈ീでプローࣈを⛣ືさࡏながら前・外

ഃ・後方よりᥥ෗することでື画によって㦵の㐃⥆

的形ែ変໬をㄆ㆑さࡏた。 

講義終了後に上記の講義内容の 5 項目について㉁

問紙により「理解できた」、「ᑡし理解できた」、「ど

らともいえない」、「あまり理解できなかった」、「理ࡕ

解できなかった」の 5 㝵の順ᗎᑻ度により理解度の

指標とした。 

 

䛆⤖ᯝ䛇 

 

 ձ⡆༢な㉸㡢Ἴ診᩿⿦⨨の原理については「理解

できた」、「ᑡし理解できた」が 88㸣(30名) 、「どࡕ

らともいえない」、「あまり理解できなかった」、「理

解できなかった」の合計が 12%(4名)(図 5㸧、ղ㉸㡢

Ἴ診᩿画ീの見方ついては「理解できた」、「ᑡし理

解できた」が 85㸣(29名) (図 6㸧、「どࡕらともいえ

ない」、「あまり理解できなかった」が 15%(5名)であ

った。しかし、㦵形ែに㛵する内容では「どࡕらと

もいえない」を選ᢥした学生がቑえճ㉸㡢Ἴ画ീで
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㡢Ἴ画ീで見る⭌㦵については「理解できた」、「ᑡ
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　今回は̍年生を対৅に実ࢪしҎ下のことが໌Βか
になった。ᶃ؆୯な௒Ի೾診断૷ஔの原理とᶄ௒Ի
೾診断画像のํݟについてはʮ理解できたʯ、ʮগし
理解できたʯが��ˋҎ上であったが、ᶅ௒Ի೾画像
でݟる大଼ࠎについて、ᶆ௒Ի೾画像でݟるᡧࠎに
ついてᶇ௒Ի೾画像でݟるᡯࠎについての３߲໨で
はʮ理解できたʯ、ʮগし理解できたʯが��ˋҎ下と
なり、ʮどͪΒともいえないʯが૿Ճした。このこ
とについてᶃとᶄの２߲໨とᶅかΒᶇの３߲໨のߨ
ٛํ法のҧいはલ者がૅجతな内容でありスϥイυ
にॻかれた文ষやਤを中৺にٛߨを行ったことに対
し、後者は௒Ի೾画像の੩ࢭ画とϓローϒを動かし
ながΒඳࣸされた動画を用いたことである。௒Ի೾
画像の੩ࢭ画を理解するためにはϓローϒの౰てた
位ஔかΒ内෦ߏ଄をイϝーδして画像ධՁを行͏こ

とが重要であるが、௒Ի೾画像のॳ学者が೉ौする
఺は長࣠像であるॎ断໘と୹࣠像であるԣ断໘のイ
ϝーδの੾り替えである。その੾り替えについては
の中で説໌を行いながΒ行ったが学生が対応ग़ٛߨ
来なかったՄ能性がある。また一ൠతには੩ࢭ画よ
り動画は情報ྔの૿Ճにより理解がߴまるとߟえΒ
れるが、⁋によれ͹情報ྔの多さはඞͣしも理解を
Աを元に情報処هظめるわけではなくਓ間には୹ߴ
理を行͏ϫーΩンάϝϞリーがあり、動画は情報ྔ
が多くϫーΩンάϝϞリーのফ費が著しいため能動
తにߟえΒれͣ学習をड動తにする場߹があるとड़
΂ている̓）。このことを໌֬にするために࣍のアン
έートでは長࣠像と୹࣠像のイϝーδの੾り替えに
ついてとᶅかΒᶇの߲໨をそれͧれ੩ࢭ画と動画に
෼けて̑֊のॱংई度により理解度を௥Ճしたいと
。えるߟ
　౉ᬑΒの報告でも௒Ի೾診断૷ஔを࢖って৮診実
習をࢼΈた結果、被ݧ者の��໊中3�໊がʮ非ৗに༗
ҙٛだったʯ、�1໊がʮ༗ҙٛだったʯと回౴して
おり、࢒り໊̔がʮ༗ҙٛでなかったʯと回౴して
いる。その໊̔理༝として໊̒がʮ௒Ի೾画像の理
解がࠔ೉であったʯと回౴しており４）今回の結果に
もྨࣅしている。福ౡΒは解๤ݟ学実習の理解をଅ

ਤ̒　௒Ի೾ը૾ͷํݟʹ͍ͭͯ

ਤ̔　௒Ի೾ը૾ͰݟΔᰍࠎʹ͍ͭͯ
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報࿌として㸯年生のアンࢣート結果について報࿌し

た。 

௒ᅇは㸯年生を対㇟に実施し以ୗのことが᫂らか

になった。ձ⡆༢な㉸㡢Ἴ診᩿⿦⨨の原理とղ㉸㡢

Ἴ診᩿画ീの見方については「理解できた」、「ᑡし

理解できた」が 85㸣以上であったが、ճ㉸㡢Ἴ画ീ

で見る大⭣㦵について、մ㉸㡢Ἴ画ീで見る⬯㦵に

ついてյ㉸㡢Ἴ画ീで見る⭌㦵についての 3 項目で

は「理解できた」、「ᑡし理解できた」が 70㸣以ୗと

なり、「どࡕらともいえない」がቑ加した。このこと

についてձとղの 2項目とճからյの 3項目の講義

方ἲの㐪いは前者がᇶ♏的な内容でありスࣛイドに

書かれたᩥ❶や図を中心に講義を行なったことに対

し、後者は㉸㡢Ἴ画ീの㟼止画とプローࣈをືかし

ながらᥥ෗されたື画を用いたことである。㉸㡢Ἴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画ീの㟼止画を理解するためにはプローࣈの当てた

఩⨨から内㒊ᵓ㐀をイメージして画ീ評価を行うこ

とが㔜要であるが、㉸㡢Ἴ画ീの初学者が㞴῰する

点は長㍈ീである⦪᩿㠃と▷㍈ീであるᶓ᩿㠃のイ

メージの切り᭰えである。その切り᭰えについては

講義の中でㄝ᫂を行いながら行ったが学生が対応出

᮶なかった可能性がある。また一⯡的には㟼止画よ

りື画は情報㔞のቑ加により理解が㧗まると考えら

れるが、㎷によれば情報㔞の多さは必ࡎしも理解を

㧗めるࢃけではなく人間には▷期記᠈をඖに情報ฎ

理を行う࣡ー࢟ンࢢメモࣜーがあり、ື画は情報㔞

が多く࣡ー࢟ンࢢメモࣜーの消㈝がⴭしいため能ື

的に考えられࡎ学習を受ື的にする場合があると㏙

ている࡭ 7)。このことを᫂確にするためにḟのアン

ートでは長㍈ീと▷㍈ീのイメージの切り᭰えにࢣ

ついてとճからյの項目をそれࡒれ㟼止画とື画に

分けて 5 㝵の順ᗎᑻ度により理解度を㏣加したいと

考える。 

Ώ㑔らの報࿌でも㉸㡢Ἴ診᩿⿦⨨を使って触診実

習をヨࡳた結果、⿕験者の 79名中 30名が「㠀常に

᭷意義だった」、41 名が「᭷意義だった」とᅇ⟅し

ており、ṧり 8 名が「᭷意義でなかった」とᅇ⟅し

ている。その 8名理⏤として 6名が「㉸㡢Ἴ画ീの

ਤ̑　؆୯ͳ௒Ի೾਍அͷݪཧʹ͍ͭͯ　

ਤ̓　௒Ի೾ը૾ͰݟΔ大଼ࠎʹ͍ͭͯ
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れるが、㎷によれば情報㔞の多さは必ࡎしも理解を

㧗めるࢃけではなく人間には▷期記᠈をඖに情報ฎ

理を行う࣡ー࢟ンࢢメモࣜーがあり、ື画は情報㔞

が多く࣡ー࢟ンࢢメモࣜーの消㈝がⴭしいため能ື

的に考えられࡎ学習を受ື的にする場合があると㏙

ている࡭ 7)。このことを᫂確にするためにḟのアン
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௒Ի೾診断૷ஔを用いたٛߨの効果తಋ入時ظのݕ౼

ਐするためにਓମඪ本によるࣄલ学習のඞ要性をड़
΂ている̔）。௒Ի೾診断૷ஔは、ϓローϒをૢ࡞す
ることでリアルλイϜに立ମߏ଄をଊえるࣄができ
るが、ϓローϒのԣ෯である約̒ᶲがඳࣸされるൣ
ғとなるため૊৫のશମ像やϥンυマークとなるࠎ
いඳࣸൣғでڱඪをଊえることが೉しい。よってࢦ
画像を理解するためには、௒Ի೾診断૷ஔによる学
習のࡍにも解๤学についてのࣄલ学習がඞ要である
とߟえΒれる。しかし研究の限քとして今回は̍年
生のアンέート結果のΈかΒݕ౼しており学年間で
のൺֱを行っていないためਪଌのҬをग़ない。今後
研究のਐలに൐いචݧࢼهの結果をؚめて他の学年
とのൺֱを行いߋに৴པ性をߴめたい。

ʲ݁ޠʳ

に௒Ի೾診断૷ஔを用いた研究ٛߨ能解๤学のػ　
についてܦա報告を行った。今回のアンέート結果
よりスϥイυによるٛߨにൺ΂௒Ի೾画像によるߨ
ٛの理解度が௿かった。௒Ի೾画像の੩ࢭ画を理解
するためにはϓローϒの౰てた位ஔかΒ内෦ߏ଄を
イϝーδして画像ධՁを行͏ことが重要であるが、
長࣠像であるॎ断໘と୹࣠像のイϝーδの੾り替え
に学生が対応ग़来なかったՄ能性がある。௒Ի೾画
像の動画は੩ࢭ画にൺ΂情報ྔの૿Ճすることによ
り理解力を௿下さͤるՄ能性がਪଌされた。このこ
とはܧଓした研究のアンέートで長࣠像と୹࣠像の
イϝーδの੾り替えについてと௒Ի೾画像の各߲໨
をそれͧれ੩ࢭ画と動画に෼けて理解度を調΂るた
めに߲໨を௥Ճするඞ要があると認ࣝできた。
　また௒Ի೾診断૷ஔを用いた学習のࡍにはそのػ
ցಛ性やաڈの報告かΒ解๤学についてのࣄલ学習
がඞ要であるとࢥわれた。このことを໌Βかにする
ため今後さΒに多角తなݕ౼をܧଓしていきたい。

ʲ文ݙʳ

̍）٢ඌխय़ɽ解๤学かΒྟচ理学療法へのల։ɽ
࣎լݝ理学療法士会学ज़ࢽɽ2������2����1Ȃ��

学෦・学科における正ৗ解๤ܥར夫ɽҩ療౻ࠤ（２
の法త໰୊に関するݕ౼ʮコ・ϝディΧルのた
めのਓମ解๤のありํと健康科学త情報のར用
に関する調査研究ʯɽ平成1�年度科学研究費ิ
ॿۚ研究成果報告ॻ（研究代ද者খྛ๜඙）�
2��3���3Ȃ3�

３）�খྛ๜඙ɽҩ療ٕज़者養成におけるਓମ解๤実
習の重要性とその৚݅੔備へのఏݴ�ҩ療ٕज़
者教育にルωοαンスをɽ解๤学ࢽࡶɽ1���� ���
�3���2��Ȃ2���

４）�౉ᬑ修࢘ɼ新Ӭ୓໵ɼງ内੟໵ɼ大ੴਔɼ҆ᜊ
໺徳༤ɼ૬原正തɼ平լಞɼ中山জࠤ美子ɼٱ
തɽ௒Ի೾診断૷ஔを応用した৮診実習のຬ଍
度と学生のٕज़習ख़度についてɽఇژ科学大学
紀要ɽ2�2����1����12�Ȃ13��

̑）�皆川༸至ɽӡ動ث（੔ܗ֎科）௒Ի೾ݱ状とこ
れかΒのల๬ɽ௒Ի೾ҩ学ɽ2������3��（�）����31
Ȃ���

̒）�文෦科学ল・厚生࿑ಇল令第（�2�1）߸ࡾɽ理
学療法士࡞業療法士養成ࢪઃࢦ定نଇの一෦を
վ正するল令ɽ厚生࿑ಇলϗーϜϖーδɽ

　　IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�GJMF����4IJOHJLBJ�
1���3����*TFJLZPLV�*KJLB�����1����3�QEG（2�21
年̒月３೔Ӿཡ）

̓）�⁋元ɽデδλル教科ॻの໰୊఺ɽコンϐューλ
ˍエデュέーションɽ2�1����3����3�Ȃ3�ɽ

̔）�福ౡᚸཬɼੁ原美保ɼ後౻理߳ɼ޲Ҫ康ࢺɼ新
։୩ਂɼԬ田尚美ɼౡ本和໌ɽ解๤ݟ学実習の
学実習の教育効ݟલ学習におけるਓମඪ本ࣄ
果ɽ�೔本ҩ療大学紀要ɽ2�2��������13�Ȃ1�3ɽ
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